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福
岡
藩
の
成
立
と
秋
月

福
岡
藩
の
成
立
と
秋
月

　

慶
長
5
年
（
１
６
０
０
）関
ヶ
原
の
戦
い
で
勝

利
し
た
徳
川
家
康
は
、
筑
前
国
を
黒
田
長
政
に

与
え
ま
す
。長
政
は
博
多
の
隣
に
新
し
く
「福
岡
」

と
い
う
城
下
町
を
形
成
し
て
、
福
岡
藩
の
初
代

藩
主
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
秋
月
に
は
長
政
の

叔
父
黒
田
直な

お
ゆ
き之

が
1
万
石
を
与
え
ら
れ
、
領

主
と
し
て
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

秋
月
は
戦
国
時
代
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん

で
あ
り
、
直
之
も
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
慶
長
12
年
（
１
６
０
７
）
に
は

天
主
堂
が
建
て
ら
れ
、
洗
礼
を
受
け
た
者
は

２
０
０
０
人
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
後

に
江
戸
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
令
の

影
響
に
よ
り
、
秋
月
に
残
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
施

設
や
関
連
の
資
料
は
こ
と
ご
と
く
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
灯
篭
や
十
字

架
文
様
の
瓦
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。

秋
月
藩
の
成
立

秋
月
藩
の
成
立

　

元
和
9
年
（
１
６
２
３
）
長
政
が
死
去
す
る

と
、
福
岡
藩
の
後
継
ぎ
問
題
が
起
き
ま
す
。

結
果
的
に
は
長
男
の
忠た

だ

ゆ
き之

が
福
岡
藩
（
本
藩
）

の
後
継
ぎ
と
な
り
、
三
男
の
長
興
は
秋
月
を

中
心
と
す
る
5
万
石
が
分
け
与
え
ら
れ
て
、

支
藩
秋
月
藩
が
成
立
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
年

の
寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
7
月
、
長
興
は
秋

月
へ
初
め
て
の
お
国
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

寛
永
3
年
（
１
６
２
６
）
長
興
は
大
御
所
徳

川
秀ひ

で

た

だ忠
に
謁
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
秋

月
藩
は
幕
府
か
ら
正
式
に
認
め
ら
れ
、
江
戸

の
芝
に
屋
敷
地
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

同
時
に
参
勤
交
代
や
江
戸
城
の
改
修
工
事
、

朝
鮮
通
信
使
の
接
待
役
な
ど
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
、
藩
の
財
政
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）
島
原
・
天
草
で
キ

リ
シ
タ
ン
の
反
乱
が
起
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

島
原
の
乱
で
す
。
こ
の
戦
い
で
は
長
興
も
約

２
０
０
０
余
の
兵
を
率
い
て
参
軍
し
て
お
り
、

し
烈
な
戦
い
を
極
め
な
が
ら
も
幕
府
軍
の
一

翼
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
逸

話
を
ま
と
め
た
『
嶋
原
一
揆
談
話
』
を
も
と
に

し
て
描
か
れ
た
の
が
「
島し

ま

ば

ら

じ

ん

ず

び

ょ

う

ぶ

原
陣
図
屏
風
」で
す
。

秋
月
藩
の
栄
枯
盛
衰

秋
月
藩
の
栄
枯
盛
衰

　

安
永
3
年
（
１
７
７
４
）
7
代
藩
主
と
な
っ

た
長な

が

か

た堅
は
、
天
明
4
年
（
１
７
８
４
）
将
軍
徳

川
家い

え

は

る治
に
謁
見
せ
ず
18
歳
で
死
去
し
ま
し

た
。
後
継
ぎ
が
決
ま
っ
て
い
な
い
中
で
の
死
去

は
、
藩
の
お
取
り
つ
ぶ
し
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
家
老
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
幕
府
に
隠
し
、

福
岡
本
藩
と
協
議
を
進
め
、
翌
年
、
日
向
高

鍋
藩
主
の
秋
月
種た

ね

し
げ茂

の
次
男
幸こ

う

ざ

ぶ

ろ
う

三
郎
を
養
子

に
迎
え
、
後
継
ぎ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
人
物
が

8
代
藩
主
の
長
舒
に
な
り
ま
す
。

　

一
連
の
後
継
ぎ
問
題
の
結
果
、
福
岡
本
藩
が

務
め
て
い
た
長
崎
警
護
番
役
を
秋
月
藩
が
代

わ
っ
て
行
う
こ
と
と
な
り
、
長
舒
と
9
代
藩
主

長な

が

つ
ぐ韶

が
務
め
ま
し
た
。
こ
の
時
の
縁
で
、
長
崎

の
石
工
を
招
い
て
野
鳥
川
に
石
造
り
の
橋
を

架
け
て
い
ま
す
。
文

化
7
年
（１
８
１
０
）

に
完
成
し
た
橋
は
、

最
初
長
崎
橋
と
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、
後

に
「
目め

が

ね

ば

し

鏡
橋
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

長
舒
・
長
韶
の
時
代
は
文
化
・
文
政
の
頃
に

あ
た
り
、
浮
世
絵
な
ど
が
流
行
し
華
や
か
さ

が
好
ま
れ
た
時
期
で
す
が
、
実
父
の
秋
月
種

茂
や
叔
父
の
米
沢
藩
主
上
杉
治は

る

の
り憲

（
鷹
山
）
の

治
世
を
模
範
と
し
て
、
文
武
を
奨
励
し
質
素

倹
約
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
藩
の
発
展
に
は
教
育
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
藩
校
「
稽
古
館
」
を
拡
充

さ
せ
て
、
儒
学
者
の
亀
井
南な

ん

め

い冥
を
師
と
す
る

原
古こ

し

ょ処
を
教
授
に
据
え
ま
し
た
。
稽
古
館
で

の
教
え
は
、
現
在
も
秋
月
中
学
校
の
教
育
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
郷
土
を
よ
り
深
く
知
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
初
め
て
予

防
接
種
（
種し

ゅ
と

う痘
）
を
行
っ
た
藩
医
の
緒
方
春

し
ゅ
ん
さ
く朔

や
、
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
斎

藤
秋し

ゅ
う

ほ圃
な
ど
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
た
の

も
長
舒
・長
韶
の
時
代
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
幕
府
の

命
に
よ
り
全
国
を

回
っ
て
い
た
伊
能

忠た

だ

た

か敬
が
秋
月
藩
領

を
測
量
し
た
際
に
、

正
確
な
測
量
術
を

学
ん
だ
藩
士
た
ち

は
、
こ
の
後
、
13
年

の
歳
月
を
か
け
て

領
内
を
測
量
し
、
「
秋
月
藩
封ほ

う

な

い

ず

内
図
」
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
藩
財
政
の
立
て
直

し
の
た
め
、
養
蚕
、
ハ
ゼ
蠟ろ

う

、
紙
、
葛
、
川
茸
、

杉
や
檜

ひ
の
き

の
植
林
な
ど
、
産
業
の
奨
励
策
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
8
年
（
１
８
１
１
）
俗
に
「
織お

り

べ

く

ず

部
崩
れ
」

と
い
わ
れ
る
秋
月
藩
政
で
最
大
の
事
件
が
起

き
ま
す
。
こ
の
事
件
で
は
家
老
の
宮
崎
織お

り

べ部
、

渡
辺
帯た

て
わ

き刀
な
ど
が
藩
主
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

藩
の
金
銭
を
勝
手
に
使
い
込
ん
だ
と
し
て
処

罰
さ
れ
ま
し
た
。
家
老
の
失
脚
に
よ
り
、
こ
れ

以
降
は
福
岡
本
藩
に
よ
る
財
政
や
政
治
的
な

介
入
、
思
想
の
統
一
が
一
気
に
進
み
、
藩
の

成
立
か
ら
一
貫
し
て
い
た
秋
月
藩
の
独
立
性

は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

和
６
年
（２
０
２
４
）は
初
代
秋
月
藩
主

の
黒
田
長な

が
お
き興

が
秋
月
に
初
め
て
お
国
入

り
し
て
か
ら
４
０
０
年
に
な
り
ま
す
。父
の
黒
田

長な
が
ま
さ政

か
ら
治
世
術
を
教
わ
っ
た
長
興
は
、
秋
月

城
の
整
備
を
手
始
め
に
、道
路
や
水
路
、町
割
り

な
ど
城
下
町
秋
月
の
礎
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

中
興
の
名
君
と
し
て
名
高
い
８
代
藩
主
の
黒

田
長な

が
の
ぶ舒

は
、
高
鍋
藩
（宮
崎
県
高
鍋
町
）の
秋
月

家
か
ら
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
・

文
化
の
素
養
が
高
く
、
藩
校
「稽け

い

こ

か

ん

古
館
」な
ど
を

整
備
し
て
藩
士
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
葛く

ず

や
紙
、
川か

わ
た
け苔

な
ど
、
新
た
な
産
業
の
創
出

に
努
め
て
、藩
財
政
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
産
業
の
奨
励
策
は
、
叔
父
で
米

沢
藩
（山
形
県
米
沢
市
）の
藩
主
上
杉
鷹よ

う
ざ
ん山

の

影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
現
在
ま
で
残
る
秋
月
藩
の

足
跡
を
歴
史
や
文
化
、
伝
統
な
ど
を
交
え
て
紹

介
し
ま
す
。

令 歴

史

探

訪
秋
月
藩
の
歴
史
を

振
り
返
る

秋
月
藩
成
立
か
ら
４
０
０
年
―
―
。

秋
月
藩
成
立
か
ら
４
０
０
年
―
―
。

▲「律
り っ か ん わ き だ て も も な り か ぶ と

管脇立桃形兜」（秋月博物館蔵）
初代藩主黒田長興が島原の乱で着用。

▲

（写
真
上
）「島
原
陣
図
屏
風
（出
陣
図
）」（秋
月
博
物
館
蔵
）

秋
月
か
ら
島
原
へ
出
陣
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（写
真
下
）「島
原
陣
図
屏
風
（戦
闘
図
）」（秋
月
博
物
館
蔵
）

原
城
（島
原
）の
一
揆
勢
を
攻
め
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

１
６
０
０
年

関
ケ
原
の
戦
い

１
６
０
３
年

江
戸
幕
府
成
立

１
６
０
４
年

黒
田
官
兵
衛
が
死
去

１
６
０
７
年

秋
月
に
天
主
堂
建
立

１
６
２
３
年

長
興
が
秋
月
藩
初
代
藩
主

に
就
任

１
６
２
４
年

長
興
が
秋
月
へ
お
国
入
り

１
６
２
６
年

長
興
が
大
御
所
徳
川
秀
忠

に
謁
見

１
６
２
８
年

家
老
堀
平
右
衛
門
が
失
脚

１
６
３
０
年

新
八
丁
峠
越
え
が
完
成

１
６
３
４
年

将
軍
徳
川
家
光
よ
り
朱
印

状
を
賜
る

１
６
３
７
年

大
凉
寺
創
建

１
６
３
８
年

島
原
の
乱
へ
出
兵

１
６
４
７
年

古
心
寺
創
建

１
６
６
５
年

長
重
が
江
戸
城
半
蔵
門
の

工
事
を
命
じ
ら
れ
る

１
７
３
２
年

享
保
の
大
飢
饉

１
７
８
３
年

天
明
の
大
飢
饉

１
７
８
５
年

長
舒
が
長
崎
警
護
番
役
を

命
じ
ら
れ
る

１
７
９
０
年

秋
月
藩
医
緒
方
春
朔
が
種

痘
を
成
功

１
７
９
３
年

緒
方
春
朔
が
種
痘
必
順
弁

を
著
す

１
８
０
０
年

原
古
処
が
稽
古
館
の
教
授

に
就
任

１
８
０
８
年

長
韶
が
長
崎
警
護
番
役
を

命
じ
ら
れ
る

▲

現
在
の
「目
鏡
橋
」

▲

「
秋
月
藩
封
内
図
」（
秋
月

博
物
館
蔵
）

秋
月
藩
歴
代
藩
主
（就
任
年
）

秋
月
藩
歴
代
藩
主
（就
任
年
）

初
代

黒
田
長な

が

お
き興

（１
６
２
３
）

２
代

黒
田
長な

が

し
げ重

（１
６
６
５
）

３
代

黒
田
長な

が

の
り軌

（１
７
１
０
）

４
代

黒
田
長な

が

さ
だ貞

（１
７
１
５
）

５
代

黒
田
長な

が

く
に邦

（１
７
５
４
）

６
代

黒
田
長な

が

よ
し恵

（１
７
６
２
）

７
代

黒
田
長な

が

か
た堅

（１
７
７
４
）

８
代

黒
田
長な

が

の
ぶ舒

（１
７
８
５
）

９
代

黒
田
長な

が

つ
ぐ韶

（１
８
０
８
）

10
代

黒
田
長な

が

も
と元

（１
８
３
０
）

11
代

黒
田
長な

が

よ
し義

（１
８
６
０
）

12
代

黒
田
長な

が

の
り徳

（１
８
６
２
）
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400 年後の秋月を考えるワークショップ

　都市計画、歴史、自然、まちづくり、建築などさまざまな観点から　都市計画、歴史、自然、まちづくり、建築などさまざまな観点から

秋月の未来について考えるワークショップです。秋月の未来について考えるワークショップです。

■定員■定員…60 人（先着順・要事前申込）…60 人（先着順・要事前申込）

■講師■講師…藤原徹平 + フジワラテッペイアーキテクツラボ　…藤原徹平 + フジワラテッペイアーキテクツラボ　

■申込方法■申込方法…メール、インスタグラム、電話…メール、インスタグラム、電話

※できる限りメール、インスタグラムで申込ください。電話はつながらない場合があります。※できる限りメール、インスタグラムで申込ください。電話はつながらない場合があります。

   グリアーはな（アキ・アーキテクツ事務所　秋月 297-2） グリアーはな（アキ・アーキテクツ事務所　秋月 297-2）

（（ aki ＠ akiaki.co.jp　aki ＠ akiaki.co.jp　 090-2858-5594090-2858-5594））

6月23日（日）13時～16時日時

秋月博物館　館長

　　　　　　佐々木　隆
た か よ し

良 さん
【プロフィル】秋月・十文字・甘木中学校などの

校長を歴任し、令和5 年 4 月に秋月博物館

の館長に就任。趣味は古文書の解読と登山。

「過去と対話し、現在を見つめ、

　より良い未来を構築する」 それが歴史を学ぶ意義

　秋月博物館の館長に就任し、2 年目になります。秋月博物館の役割は、史料

の調査・研究をもとに、既存の歴史認識を付加、修正、深化させること。博物館

では古文書を解読し、日々研究を重ねています。

　秋月藩主は 12 代続きましたが、キーマンとなるのは 3 人だと考えます。ま

ずは、初代藩主の黒田長興。約 250 年続いた秋月藩の礎を築いた人物といえ

ます。次に 8 代の長舒です。葛や川茸などの商品作物を奨励したり、人材育成

のために藩校・稽古館を整備したりしたことは素晴らしいです。「稽古観文武公

令」から生まれた「稽古館の教え」は、学ぶことの意味や礼儀、思いやりの心な

ど 15 カ条にまとめたもので、現在も秋月中学校で、その教えが継承されてい

ます。最後に 10 代の長元です。長舒の思いを引き継ぎ、文武を奨励したほか、

長興を顕彰し垂裕神社を建立するなど、過去を大切しながら、未来へつないで

いった人物といえます。前述した 3 人以外にも、最近の研究で新たに分かって

きたことも。実は 2 代～ 4 代藩主が残した功績も素晴らしいものがあります。

今年の 10 月に、その研究成果を披露する特別展を予定していますので、ぜひ

博物館に来てほしいと思います。

　歴史を学ぶ意義は「過去と対話し、現在を見つめ、より良い未来を構築する」こ

とです。朝倉には皆さんに知ってほしい歴史がたくさんあります。歴史深い朝倉

の過去を知ることで、自分たちが住んでいる地域に対して誇りを持てるようにな

ります。その誇りが、より良い朝倉の未来を創っていくのだと私は考えています。

＼ 400 年後の秋月に思いを馳
は

せる――。／

長
興
の
顕
彰
と
財
政
再
建

長
興
の
顕
彰
と
財
政
再
建

　

長
韶
は
後
継
ぎ
の
長な

が

あ

き惺
が
若
く
し
て
死
去

し
た
た
め
、
文
政
13
年
（
１
８
３
０
）
土
佐
藩

主
山
内
豊と

よ

か
ず策

の
五
男
長な

が
も

と元
を
養
子
に
迎
え
て

10
代
藩
主
と
し
ま
し
た
。

　

長
元
の
時
代
は
天
保
の
大
飢
饉
が
起
こ

り
、
秋
月
藩
内
で
も
疲
弊
し
た
農
民
を
救
う

た
め
に
、
諸
制
度
を
導
入
し
て
こ
れ
に
対
応

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
藩
財
政
も
一
層
厳
し
く

な
っ
た
こ
と
で
、
福
岡
本
藩
の
援
助
を
受
け

な
が
ら
財
政
の
立
て
直
し
に
向
け
て
歩
ま
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
長
元
は
長
舒
・長
韶
同
様
に
文
武
を

奨
励
し
、
島
原
の
乱
２
０
０
年
祭
や
秋
月
の

垂す

い
よ

う裕
神
社
を
創
建
し
て
い
ま
す
。

幕
末
の
動
乱
の
影
響

幕
末
の
動
乱
の
影
響

　

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
3
月
、
江
戸
城
桜

田
門
外
で
大
老
の
井
伊
直な

お
す

け弼
が
暗
殺
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
の
大
転
換
期
で
あ
っ
た
8
月

に
長
元
は
隠
居
し
、
子
の
長な

が

よ

し義
が
11
代
藩
主

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
文
久
2
年
（１
８
６
２
）

に
長
義
は
18
歳
で
死
去
し
、
次
い
で
弟
の

長な

が

の
り徳

が
14
歳
で
12
代
藩
主
と
な
り
ま
す
。

　

慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
9
月
、
秋
月
藩
に

第
二
次
長
州
征
伐
の
命
が
下
さ
れ
る
と
、
藩

兵
３
０
０
人
を
参
陣
さ
せ
て
い
ま
す
。
慶
応

3
年
（
１
８
６
７
）
10
月
、
将
軍
徳
川
慶よ

し

の
ぶ喜

は

大
政
奉
還
し
ま
し
た
が
、
翌
年
1
月
に
京
都

の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
敗
れ
る
と
、
4
月
に

は
江
戸
城
を
無
血
開
城
し
、
江
戸
幕
府
は
名

実
と
も
に
滅
亡
し
ま
す
。

　

秋
月
藩
で
は
慶
応
4
年
（
１
８
６
８
）
に
藩

兵
を
京
都
に
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
に
は
間
に
合
わ
ず
、
参
陣
が
遅

れ
た
失
意
の
な
か
天
皇
御
所
の
警
備
の
任
に

つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
同
年
4
月
に
上
級
武
士

の
子
弟
で
つ
く
る
干か

ん
じ
ょ
う
た
い

城
隊
を
設
立
し
ま
し
た

が
、
藩
主
不
在
で
藩
政
が
混
乱
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
5
月
に
は
隊
士
に
よ
る
臼
井
亘わ

た

り理
、

中
島
衡こ

う

へ
い平

暗
殺
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
臼
井
亘
理

の
子
の
六
郎
は
、
父
の
敵
の
一
人
で
あ
る
干

城
隊
士
の
山
本
克か

つ

み己
に
対
し
て
仇
討
ち
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
日
本
最
後
の
仇

討
と
し
て
広
く
世
間
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
と
秋
月

明
治
維
新
と
秋
月

　

明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
長
徳
は
秋
月
藩

知
事
と
な
り
ま
す
が
、
同
年
の
廃
藩
置
県
の

際
に
免
職
と
東
京
在
住
を
命
じ
ら
れ
、
約

２
５
０
年
に
及
ぶ
黒
田
氏
の
秋
月
治
世
は
幕

を
閉
じ
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
動
乱
の
時
期

は
、
長
元
か
ら
長
義
、
長
徳
と
若
い
藩
主
に

相
次
い
で
交
代
し
た
こ
と
や
、
織
部
崩
れ
以

降
の
福
岡
本
藩
の
強
力
な
政
治
的
介
入
の
影

響
で
、
秋
月
藩
独
自
の
思
想
で
行
動
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
明
治
新
政
府
で
は

薩
摩
・
長
州
・
土
佐
・
肥
前
藩
に
よ
る
政
治
体

制
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
、
秋
月
藩
の
士
族
た

ち
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
9
年
（
１
８
７
６
）
10
月
、
熊
本
で

神し

ん

ぷ

う

れ

ん

風
連
の
乱
が
起
こ
る
と
、
秋
月
で
も
宮
崎

車く

る

ま

の
す

け

之
助
、
今
村
百ひ

ゃ
く
は
ち
ろ
う

八
郎
、
磯
淳

あ
つ
し

ら
を
中
心
と

す
る
秋
月
党
が
決
起
し
て
豊
前
豊
津
に
向

か
い
ま
す
が
、
乃
木
希ま

れ

す

け典
率
い
る
小
倉
鎮
台

兵
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
宮
崎
・
磯
ら
首
謀

者
は
江
川
で
自
刃
し
、
今
村
は
捕
ら
え
ら
れ

て
乱
は
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の

西
郷
隆
盛
に
よ
る
西
南
の
役
が
鎮
圧
さ
れ
る

と
、
士
族
に
よ
る
反
乱
は
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

【参
考
文
献
】

『
甘
木
市
史
』
上
巻　

甘
木
市
史
編
さ
ん
委
員

会　

１
９
８
２
年

終
わ
り
に

終
わ
り
に

　

筑
前
秋
月
の
小
藩
な
が
ら
歴
史
の
舞
台
に
い

く
つ
も
の
足
跡
を
残
す
秋
月
藩
は
、
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
歴
史
の
宝
庫
と
い
え
ま
す
。
秋
月
藩

成
立
４
０
０
年
記
念
事
業
で
は
令
和
6
年
度

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
を
機
会
に
秋
月
の
町
並
み
を

散
策
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

市
文
化
・生
涯
学
習
課
（

２
８
‐７
３
４
１
）

▲「垂裕神社」10 代藩主黒田長元の創建で初代藩
主黒田長興を祭神とする。

広報あさくら 400 号記念特集

旧・秋月保育所場所

Instagram

１
８
１
０
年

緒
方
春
朔
が
死
去
、
秋
月

目
鏡
橋
が
完
成

１
８
１
１
年

織
部
崩
れ

１
８
１
２
年

原
古
処
が
稽
古
館
の
教
授

を
退
任
、
伊
能
忠
敬
が
秋

月
藩
領
を
測
量
、
藩
校
稽

古
館
が
閉
鎖

１
８
１
６
年

藩
校
稽
古
館
が
福
岡
藩
主

導
で
再
開
さ
れ
る

１
８
２
７
年

原
古
処
が
死
去

１
８
３
２
年

秋
月
封
内
図
が
完
成

１
８
３
７
年

島
原
陣
図
屏
風
が
完
成

１
８
５
３
年

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

１
８
５
９
年

長
元
が
秋
月
垂
裕
明
神
を

祭
る

１
８
６
０
年

桜
田
門
外
の
変

１
８
６
４
年

長
徳
が
御
所
へ
参
内

１
８
６
６
年

第
二
次
長
州
征
伐
へ
出
兵

１
８
６
７
年

将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉

還

１
８
６
８
年

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
へ
秋
月
藩

兵
が
出
兵
、
長
徳
が
御
所
へ

参
内
、
秋
月
で
干
城
隊
事
件

１
８
６
９
年

戊
辰
戦
争
が
終
結
、
版
籍

奉
還

１
８
７
１
年

廃
藩
置
県
、
長
徳
が
秋
月

県
知
事
就
任
後
、
罷
免

１
８
７
４
年

佐
賀
の
乱

１
８
７
６
年

廃
刀
令
発
布
、
熊
本
神
風

連
の
乱
、
秋
月
の
乱

１
８
７
７
年

西
南
の
役

１
８
８
０
年

臼
井
六
郎
の
仇
討
ち
事
件

朝倉の歴史や文化に触れる

　　　秋月博物館

　藩校稽古館の跡地に所在。秋月藩が文武を奨励した精　藩校稽古館の跡地に所在。秋月藩が文武を奨励した精

神を受け継ぎ、温故知新を実践する博物館です。神を受け継ぎ、温故知新を実践する博物館です。

■休館日■休館日…月曜日（祝休日の場合翌平日）…月曜日（祝休日の場合翌平日）

■観覧料■観覧料…一般 330 円、小中学生 160 円　ほか…一般 330 円、小中学生 160 円　ほか

 秋月博物館 秋月博物館（（ 25-040525-0405））

9時 30分～16時 30分開館時間

＼秋博へ行こう！／

55 44広報広報あさくらあさくら  2024.62024.6（令和 6 年）（令和 6 年）広報広報あさくらあさくら  2024.62024.6（令和 6 年）（令和 6 年）
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 市シティプロモーション課（ 28-7134）、移住定住交流センター「コンネアサクラ」（ 28-8855）（平日9時～17時）

「水もしたたるいいところ」
から水のゆらぎを表現。
市の地名も描いています。

出席できなかった

早野剛史さんからの

ビデオメッセージ

　体験イベント　

　ステージイベント　

　セレモニー　
　市の魅力を発信する「アサクラアンバサダー」9 人の委嘱状交付、朝倉光陽高校の生徒が製

作した DIY テーブルの贈呈、地域おこし協力隊員の紹介などが行われました。

　マルシェ・物販　
　地元高校や昭和学園高校、「イナイバルコーヒー」「Seigou610」などが出店。商品の質

問をするお客さんに対し、高校生たちは元気に接客していました。

　アサクラアンバサダーたちの自己紹介や交流のほか、各高校が行っている取組の紹

介、地域おこし協力隊のクロノ隊員による活動紹介が行われました。

　子どもから大人まで楽しめる4つの体験イベントを実施しました。

ライブ
ペイント

　dolly さんによる漆
し っ く い

喰カウンターの

ライブペイント。約 2 時間半かけて描

きました。 ＼ 朝倉光陽高校 ／ ＼ 朝倉高校 ／

＼ 朝倉東高校 ／ ＼ 昭和学園高校 ／

ヨロイデジタルフォト

　鎧を身にまとい写真撮影。

背景に秋月の黒門などを

合成し武士の気分を体験！

サイクルペイント

　乗らなくなった自転車を

有効活用。多くの人がペイ

ントしました。

釣りゲーム

　得点に応じて景品をプレ

ゼント。子どもも大人も真

剣に楽しんでいました！

ビールおねえさんと
行くビール工場見学

　ビールおねえさんこと古

賀麻里沙さんから、お酒の

豆知識を聞きながら乾杯！

各アンバサダーからのクイズに正解するとプレゼントを贈呈！

　4 月 21 日、コンネアサクラの OPEN 記念イベントが開催されました。当日の来場者は約 300 人。セレモニーや

ステージイベントなど、内容盛りだくさんだったイベントの様子を紹介します！

　動画で地域の魅力を発信する「映像クリエイター」を

育てる講座をコンネアサクラで開講します。

　講師は「ゴジラ-1.0」などのヒット

作品を作り出す株式会社ロボット。

　プロの映像制作やPR手法を学

びたい人など、プロアマ問わず中

学生以上は誰でも応

募できます。詳細は市

HPをご覧ください。

＼ トッププロから映像技術を学ぼう！ ／
今後の催し情報

▲市HP

移住定住交流センター「コンネアサクラ」

OPEN 記念イベント～面白いがアツマルシェ～



6月は食育月間・毎月19日は食育の日 市農業振興課（ 52-1427）

「食育ピクトグラム」を知っていますか？

　食育に関する取組の中から代表的なものを分かりやすく抽象化したもので

す。「食育」を多くの人に身近に感じ、実践してもらうために作成されました。食育

ピクトグラムを参考に、できることから始めてみませんか。

育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
「食
」に
関
す
る
知
識
と
「食
」を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

「食
べ
る
力
」＝
「生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た
ち
の
体
は
食
べ
物
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
食
育
月
間
に
毎
日
の
「食
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

な
ぜ
、
６
月
が
食
育
月
間
・
毎
月
19
日
が
食
育
の
日
？

　

食
育
月
間
は
、
「食
育
基
本
法
」が
平
成
17
年
6
月
に
成
立
し
た
こ
と
が
由
来
で
す
。
ま
た
、

学
校
生
活
や
社
会
生
活
な
ど
の
節
目
に
当
た
る
年
度
明
け
の
時
期
で
、
新
し
い
生
活
が
落
ち

着
い
た
時
期
で
あ
る
6
月
が
食
育
月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
育
の
日
は
、「育い

く

」が
「19
」を
連
想
さ
せ
る
こ
と
、「食
」と
い
う
言
葉
も
「し
ょ
→
初
→
１
」「く

→
９
」と
い
う
こ
と
で
「19
」を
連
想
さ
せ
る
こ
と
が
由
来
で
す
。
ま
た
、
初
め
て
の
食
育
推
進
会

議
が
平
成
17
年
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
19
日
が
食
育
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

食
不足がちになっていませんか？
野菜を1日350g 食べよう！

　　 作り方

❶ 玉ネギ、ニンジン、タケノコ、ショウガ、ニンニクをみじ

ん切りにする。ナスを拍子切りし、水にさらしておく。

❷ フライパンにサラダ油、ショウガ、ニンニク、玉ネギ、豚

ミンチを入れ炒める。

❸ ❷にニンジン、タケノコを加え火が通ったら、ナスを加え炒める。

❹ ナスに火が通ったら、片栗粉・ごま油以外の調味料を加える。

❺ 最後に水溶き片栗粉でとろみをつけ、ごま油を加えできあがり。

※ピクトグラムとは、一般的に「絵文字」「絵単語」などと呼ばれ、何らかの

情報や注意を表示するサインのひとつです。（出典：農林水産省）

　1 日に食べた方が良いとされている野菜の量を知っていますか？ 成人では 1

日に 350 ｇの野菜を摂取することが目標とされています。子どもでは 300 ｇです。

野菜には、生活習慣病などを予防する、カリウム、食物繊維、抗酸化ビタミン類な

どの栄養素を多く含んでいるため、積極的に取りましょう。

　朝倉市は、県内でも有数の農業地帯。一年を通してさまざまな野菜が栽培され

ています。この機会に朝倉産の旬な野菜を食卓に取り入れてみませんか。

調理法を工夫して野菜を食べよう！
　朝倉市でもたくさん栽培されているナス。「マーボーナス」は給食でも人気のメ

ニューです。夏野菜をたくさん食べましょう。

マーボーナス
野菜をたっぷり使った
野菜をたっぷり使った

おすすめレシピ！
おすすめレシピ！

暑い夏を暑い夏を
元気に乗り切ろう！
元気に乗り切ろう！

　　 材料（4 人分）

・豚ミンチ……60g

・ナス…………250g

・玉ネギ………60g

・ニンジン……20g

・タケノコ……40g

・ショウガ……小さじ 1/2

・ニンニク……小さじ 1/2

・サラダ油………小さじ 1

・赤だしみそ……大さじ 2

・しょうゆ………小さじ 1/2

・さとう…………小さじ 1/2

・豆板醤…………少々

・ごま油…………少々

・片栗粉…………小さじ 1

「朝倉産の新鮮野菜を食べて暑い夏を乗り切ろう！」
　　　　　　　　　　　　　　地産地消料理講習会～夏編～

　朝倉の新鮮な野菜や果物をたっぷり使って、一緒に楽

しく料理をしませんか？

■日時…6 月 28 日（金）10 時～ 12 時

■場所…ピーポート甘木 保健福祉センター 2 階　調理

実習室

■定員…１5 人（先着順）

■参加費…300 円

■持ってくるもの…エプロン、三角巾、ハンカチ、マスク

■申込期限…6 月14 日（金）

  市健康課（ 22-8571）

■メニュー
・朝倉産野菜をたっぷり使った冷たいコンソメスープ
・パエリア　・スペイン風オムレツ　・ブルーベリーマフィン

Pick Up

太りすぎないやせすぎない

適正体重や減塩、気にしていますか？

　生活習慣病の予防や改善のため、普段から適正体重の維持や減塩などを考慮した食生活を実践しましょう。摂取する栄

養素の偏りや朝食の欠食などの食習慣の乱れは、肥満ややせ、低栄養、生活習慣病につながる要因となります。

適正なエネルギーの摂取量は？

　自身のエネルギー摂取量が適切かどうかは、体重の変化で分かります。

体重の増減は、エネルギー摂取量と消費量のバランスの目安になります。

　また、自身の体型チェックに便利なのが体格指数（ＢＭＩ：Body Mass 

Index）です。18 歳～ 49 歳の目標とする BMI の範囲は、18.5 ～ 24.9 となっ

ています。生活習慣病の予防には、この範囲内に維持することが望ましいため、

定期的にチェックしてみましょう。

食塩は控えめにしましょう！

　食塩を取り過ぎると、血圧が上がり循環器疾患のリスクが高まったり、胃がんのリスクが上昇したりします。

だしや低塩の調味料を使用し、風味付けに香味野菜を使うなど、できることから減塩に取り組みましょう。

消費量 摂取量＞消費量 摂取量＜

摂取量が多いと体重は増える 消費量が多いと体重は減る

計算式：ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（m）

※写真はイメージ

食
（ ヘ ル ス メ イ ト ）生活改善推進員がサポートします！

▲農林水
産省HP
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